
１　事業者情報 6 年 月 日

〒

２　建設発生土受入場所情報

※地番まで

受入形式 □ 処分場(有効利用※） □ 処分場（最終） □ ストックヤード（仮置場） □ 土質改良プラント

※有効利用に該当するのは「採石場、砂利採取跡地等復旧」又は「農地を盛土により改善し、農地として利用予定」の処分場です。

３　建設発生土受入場所の関係法令の許可等について

□ □ （別紙「関係法令の確認・誓約書」参照）

４　地権者及び隣接者の同意について

　受入場所の地権者の同意 □ □ 自社所有地

　周辺地域の住民への周知 □ □ 必要なし

※建設発生土受入れにあたり、周辺住民と協定書等締結している場合は、その内容がわかる資料を添付して下さい。

５　受入れる建設発生土の種類・受入価格（税抜き価格）

※　 大型車(10tDT等)での持込価格を記入。大型車不可の場合は、搬入可能な規格(積載重量等)を記入。

※　。受入単価を、ダンプトラック１台当りの単価から換算する場合、10ｔダンプでは１台当り5.5ｍ3以下で換算するようにしてください。

□　可 □　不可　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※PS灰混合土砂、〇〇河川掘削土砂等、地域によって受入れている土砂形態がありましたらその他欄に記載してください。

６　静岡県建設発生土マッチングシステム（ＳＳＭ）への登録状況について　（ストックヤード及び土質改良プラントのみ対象）

□ □ （別添参照）

※ ＳＳＭへ登録していない場合、見積価格等を掲載することはできません。

７　受入条件

□

□　　なし

□　不要 □ 必要　 □　

□　なし □ あり　　（概ね最大粒径300㎜程度）

□　なし □ あり　（大型車10t以下　6t車以下　4t車以下　2t車以下)

□　なし □ あり　 m3 （ダンプ 台 ）

時 分 ～ 時 分

時 分 ～ 時 分

日曜日　祝日 その他（ ）

メールアドレス

フリガナ

社名等 〔担当者名〕

令和６年度（上期）　建設発生土受入価格見積書

記入日 令和

会社等
連絡先

TEL ＦＡＸ

所在地

　必要となる法令等の許可等を受けている 許可等あり 不要

同意あり

周知済

受入場所
受入地名

全体容量 ｍ3 うちR6.4.1現在受入可能量 ｍ3

t車

受入価格公表の可否

受入建設発生土の種類
単位：円/（ｍ３）当たり
〔ほぐした状態〕

備考

第１種建設発生土（砂、礫）

第４種建設発生土（粘性土）

岩塊・玉石混り土

第2種建設発生土（砂質土、礫質土）

第3種建設発生土（通常の施工性が確保される粘性土）

表土等（草根等雑物有り）受入加算額※１

泥土（ダンプに山積できず、その上を人が歩けないような流動的状態）

軟岩破砕岩

硬岩破砕土

※１受入加算額計算例　：第３種建設発生土の表土の場合）第3種建設発生土受入額　４,000円／m3　、表土等受入加算額2,000円／m3

第3種建設発生土受入額＋表土等受入加算額＝4,000＋2,000＝6,000円／ｍ３として計算する。

　中間処理場の登録状況 登録した 登録していない※

項　　　　目 条　　　　件 根拠法令等※

その他　　（　　　　　　　　　　　　　）

土壌分析調査の要否 条件付きで必要（人為的に化学物質による汚染の恐れがある場合）

最大粒径の制限

搬入車両の制限

受入土質・含有物の制限

 
あ
り

受入不可期間及び閉場日

その他特記事項

※根拠法令等欄は記入例を参考に、別紙「関係法令の確認・誓約書」に記載のある法令等で、受入条件の根拠として該当するものを記載して
ください。法令によらない場合は記載不要です。

1日当り最大搬入可能量

受入時間
平日

夜間



１　事業者情報 6 年 月 日

〒 420－８６０１

静岡市葵区追手町９－６

カ）　　　　〇〇　　コウギョウ

株式会社　〇〇興業

２　建設発生土受入場所情報

静岡市葵区追手町9番6号地先

※地番まで

受入形式 ■ 処分場(有効利用※） □ 処分場（最終） □ ストックヤード（仮置場） □ 土質改良プラント

※有効利用に該当するのは「採石場、砂利採取跡地等復旧」又は「農地を盛土により改善し、農地として利用予定」の処分場です。

３　建設発生土受入場所の関係法令の許可等について

■ □ （別紙「関係法令の確認・誓約書」参照）

４　地権者及び隣接者の同意について

　受入場所の地権者の同意 ■ □ 自社所有地

　周辺地域の住民への周知 ■ □ 必要なし

※建設発生土受入れにあたり、周辺住民と協定書等締結している場合は、その内容がわかる資料を添付して下さい。

５　受入れる建設発生土の種類・受入価格（税抜き価格）

※　 大型車(10tDT等)での持込価格を記入。大型車不可の場合は、搬入可能な規格(積載重量等)を記入。

※　。受入単価を、ダンプトラック１台当りの単価から換算する場合、10ｔダンプでは１台当り5.5ｍ3以下で換算するようにしてください。

■ 可 □　不可　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※PS灰混合土砂、〇〇河川掘削土砂等、地域によって受入れている土砂形態がありましたらその他欄に記載してください。

６　静岡県建設発生土マッチングシステム（ＳＳＭ）への登録状況について　（ストックヤード及び土質改良プラントのみ対象）

□ □ （別添参照）

※ ＳＳＭへ登録していない場合、見積価格を掲載することはできません。

７　受入条件

■

□　　なし

□　不要 ■ 必要　 □　

□　なし ■　あり　　（概ね最大粒径300㎜程度）

□　なし ■ あり　（大型車10t以下　6t車以下　4t車以下　2t車以下)

□　なし ■ あり　 m3 （ダンプ 台 ）

8 時 0 分 ～ 1 7 時 0 分

1 7 時 0 分 ～ 2 2 時 0 分

日曜日　祝日 その他（ 祭日、年末年始、夏季休業 ）

０５４－２２１－３５６９

所在地 メールアドレス gijyutsukanri@pref.shizuoka.lg.jp

フリガナ

社名等 〔担当者名〕 静岡　太郎

令和６年度（上期）　建設発生土受入価格見積書

記入日 令和

会社等
連絡先

TEL ０５４－２２１－２１６８ ＦＡＸ

受入場所
受入地名 追手町第一処分場

全体容量 125,000 ｍ
3 うちR6.4.1現在受入可能量 80,000 ｍ

3

t車

受入価格公表の可否

受入建設発生土の種類
単位：円/（ｍ３）当たり
〔ほぐした状態〕

備考

　必要となる法令等の許可等を受けている 許可等あり 不要

同意あり

周知済

第3種建設発生土（通常の施工性が確保される粘性土） 4,000 夜間割増２，０００円

第４種建設発生土（粘性土） 5,000 夜間割増２，０００円

第１種建設発生土（砂、礫） 3,000 夜間割増２，０００円

第2種建設発生土（砂質土、礫質土） 3,500 夜間割増２，０００円

硬岩破砕土 5,000 夜間割増２，０００円

表土等（草根等雑物有り）受入加算額※１ 2,000 夜間割増２，０００円

岩塊・玉石混り土 4,000 夜間割増２，０００円

軟岩破砕岩 4,500 夜間割増２，０００円

その他　　（　ペーパースラッジ灰混合土砂　） 4,000 夜間割増２，０００円

※１受入加算額計算例　：第３種建設発生土の表土の場合）第3種建設発生土受入額　４,000円／m3　、表土等受入加算額2,000円／m3

第3種建設発生土受入額＋表土等受入加算額＝4,000＋2,000＝6,000円／ｍ３として計算する。

　中間処理場の登録状況 登録した 登録していない※

泥土（ダンプに山積できず、その上を人が歩けないような流動的状態） 9,000 夜間割増２，０００円

土壌分析調査の要否 盛土条例

最大粒径の制限 盛土条例

 
あ
り

条件付きで必要（人為的に化学物質による汚染の恐れがある場合）

項　　　　目 条　　　　件 根拠法令等※

受入土質・含有物の制限

・ゴミ、草、根等雑物混入したものは受入不可
・セメント系改良土は建設省技調発第48号による六価クロム溶出試験
を要実施
・搬入の際、土砂等発生元証明書(地歴）を求めるが、汚染の恐れがある
土は県盛土規制条例に基づく土壌分析調査（県条例施行規則第21条
に基づく水質基準）を求める。

盛土条例

受入不可期間及び閉場日

その他特記事項

・搬入数量制限があるため搬入2日前までに要連絡、調整
・運搬の際は自社指定業者に限定

※根拠法令等欄は記入例を参考に、別紙「関係法令の確認・誓約書」に記載のある法令等で、受入条件の根拠として該当するものを記載して
ください。法令によらない場合は記載不要です。

搬入車両の制限

1日当り最大搬入可能量

受入時間
平日

夜間

10

記入例



別紙

関係法令等の確認・誓約書

必要 不要

盛土 盛土条例 □ □

埋立等
市町土砂等による土地の埋立て等の規制
に関する条例

□ □

森林法 □ □

農地法等 □ □

自然公園法・静岡県立自然公園条例 □ □

鳥獣保護法 □ □

河川法 □ □

砂防法 □ □

砂防条例 □ □

地すべり等防止法 □ □

急傾斜地の崩壊による災害防止に関する法律 □ □

道路法 □ □

都市計画法 □ □

景観法及び
景観条例（市町）

□ □

採石法 □ □

宅地造成等規制法 □ □

法定外公共物管理条例（市町） □ □

砂利採取 砂利採取法 □ □

土採取 土採取等規制条例 □ □

土地利用 土地利用指導要綱 □ □

環境保全
対策

土壌汚染対策法 □ □

公衆災
害防止

騒音規制法 □ □

周辺住民 発生土受入れにあたり周辺住民との協定等 □ □

その他 □ □

　※1　明らかに許認可の必要がない法令まで確認する必要はありません。
　※2　

　関係法令等の許認可等の必要性について、次のとおり確認しました。また確認内容について誤りが無いことを誓います。

施設名称：

管理者住所氏名：
（自署又は会社印）

本表は代表的な法令を記載しており、すべてを満たしているわけではありません。その他必要となる法令があれば適宜、行を追加して記載してください。

項目 細目
必要か否か 許可又は届出の内容

（「不要」の場合、相談先を記載※1）

許可等の
有効期間
又は期限

処
理
施
設
設
置
条
件

立地
条件



別紙

関係法令等の確認・誓約書

必要 不要

盛土 盛土条例 ■ □
盛土等の許可
（静岡県くらし環境部盛土対策課）

R6.2.1
～R6.7.30

埋立等
市町土砂等による土地の埋立て等の規制
に関する条例

□ ■ （R5.2　○○市土地対策課）

森林法 ■ □
林地開発許可
（○○農林事務所）

R3.4.1
～R6.7.30

農地法等 ■ □
農地埋立届
（○○市農業委員会）

R7.5.31

自然公園法・静岡県立自然公園条例 □ ■ （R5.2　静岡県くらし環境部自然保護課）

鳥獣保護法 □ ■ （R5.2　静岡県くらし環境部自然保護課）

河川法 ■ □
河川保全区域内行為
（□□川・○○土木建築事務所維持管理課）

R7.5.31

砂防法 □ ■ （R5.2　○○土木事務所維持管理課）

砂防条例 □ ■ （R5.2　○○土木事務所維持管理課）

地すべり等防止法 □ ■ （R5.2　○○土木事務所維持管理課）

急傾斜地の崩壊による災害防止に関する法律 □ ■ （R5.2　○○土木事務所維持管理課）

道路法 ■ □
道路占用
（○○市道路課）

R4.6.1
～R6.3.31

都市計画法 □ ■ （R5.2　○○市都市計画課）

景観法及び
景観条例（市町）

□ ■ （R5.2　○○市都市計画課）

採石法 □ ■ （R5.2　○○土木事務所維持管理課）

宅地造成等規制法 □ ■ （R5.2　○○市建築課）

法定外公共物管理条例（市町） ■ □
法定外公共物加工許可
（○○市管理課）

R6.5.31

砂利採取 砂利採取法 □ ■ （R5.2　○○土木事務所維持管理課）

土採取 土採取等規制条例 □ ■ （R5.2　○○土木事務所維持管理課）

土地利用 土地利用指導要綱 □ ■ （R5.2　○○市土地対策課）

環境保全
対策

土壌汚染対策法 ■ □
土地形質変更届
（○○健康福祉センター）

－

公衆災
害防止

騒音規制法 □ ■ （R5.2　○○市環境政策課）

周辺住民 発生土受入れにあたり周辺住民との協定等 □ ■ （R5.2　○○自治会長）

その他 □ ■
［注］上記以外の法律、条例等があれば記入

　※1　明らかに許認可の必要がない法令まで確認する必要はありません。
　※2　本表は代表的な法令を記載しており、すべてを満たしているわけではありません。その他必要となる法令があれば適宜、行を追加して記載してください。

処
理
施
設
設
置
条
件

許可等の
有効期間
又は期限

〇〇　　〇〇
管理者住所氏名：
（自署又は会社印）

立地
条件

許可又は届出の内容
（「不要」の場合、相談先を記載※1）

施設名称： 追手町第一処分場

項目 細目
必要か否か

　関係法令等の許認可等の必要性について、次のとおり確認しました。また確認内容について誤りが無いことを誓います。

記入例


